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ービス(social networking service： SNS)が急速に普及している。SNS では気軽に他者の写真を見ることができ
るため、摂食障害を引き起こす誘因のひとつになる可能性がある。そこで本研究では、SNS の使用状況、食行動
異常、ボディイメージとの関連について調べることにした。[方法] 調査対象は、20～30 代の女性摂食障害患者
42 名（患者群、平均年齢 25.3 歳）および、一般女子大学生 143 名（一般群、平均年齢 20.4 歳）に質問紙調査を
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Ⅰ．問題と目的 
厚生労働省（2014）は、BMI（Body Mass Index：肥満指数：体重（kg）÷身長（m）の 2 乗で
求める）が、やせの基準となる 18.5 kg/m2未満の者（20 代以上）は、男性 5.5％、女性 11.3％であ
り、ここ 10 年間でみると、男性、女性ともに有意に増加していると発表した。また、20 歳代の女






は 1；10 で圧倒的に女性に多く、発症は青年期から成人期早期がほとんどである（American 
Psychiatric Association, 2013）。 
アメリカ精神医学会の精神疾患診断マニュアル DSM-5（American Psychiatric Association、2013）
では、摂食障害は、「食行動障害および摂食障害群」としてまとめられた。このうち神経性やせ症

















鈴木（2008）は、ミス・ユニバース日本代表の 1959 年と 2007 年では、身長が 7cm 伸びているのに
















現在主に利用されている SNS には、①ブログ、②Facebook、③Twitter、④Instagram があり、
以下のような特徴を有する。 
①ブログ…Web（ウェブ）log（ログ）に由来する、日々の情報発信や交換を目的にしたウェブサイ
トのことである（真弓, 2005）。内容は自由形式で、量、書式、形式に決まりはない（武田, 2014）。 
②Facebook…基本的に実名登録方式で、対面・オフラインともに知り合いの友人の近況を知ること
ができる SNS である（天笠, 2015）。友達の近況を閲覧したり、写真を投稿したり、リンクや動画
を投稿したりできる（Facebook, 2014）。 
③Twitter…ツイートと呼ばれる短文を投稿するマイクロブログであり、写真や動画などのメディア
コンテンツも共有することができる。投稿文字数が 140 字に制限されている（天笠, 2015）。 









仮説 1．SNS の利用頻度が高いと、食行動異常が高くなる。 
仮説 2．SNS の利用頻度が高いと、ボディイメージのずれの度合いが高くなる。 
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 調査期間は 2016 年 4 月から 8 月であった。 
 
２．調査協力者 
 調査協力者は、A 大学病院診療所の外来を受診し、医師より摂食障害と診断された 20～30 代の患

















本研究では、「テレビ」とあった 2 項目を「SNS」に改変した。1 因子 4 項目で構成されている。 
（3）日本語版 EAT-26（Eating Attitude Test-26）（Mukai,T, 1994） 
食行動の異常度を測定する尺度。質問項目は 3 因子（Ⅰダイエット、Ⅱ過食と食の関心、Ⅲ食のコ
ントロール）で、26 項目から構成されている。 
（4）日本語版 RSES（Rosenberg Self Esteem Scale）（内田ら, 2010） 
自尊感情を測定する尺度。1 因子 10 項目で構成されている。 
（5）Japanese Body Silhouette Scale type-Ⅰ（鈴木, 2007） 
ボディイメージと、その歪みを測定する尺度。客観的なデータを基に作成した、やせ～肥満までの
体型シルエットが 9 個描かれており、選択する尺度である。シルエットの体型は、BMI は現代若年
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１．各尺度得点と SNS 利用に関する患者群、一般群の比較 
（1）各尺度得点の比較 
患者群と一般群の得点の差を検討するために、BMI、メディアの影響尺度、EAT-26、日本語版 RSES
の合計点と下位尺度得点について、対応のない t 検定を行った。結果を表 1 に示す。BMI では、患者
群が 17.0、一般群は 20.4 であり患者群が有意に低かった（t(170)=6.89, p<.01）。年齢では、患者群が
25.3 歳、一般群は 20.4 歳であり、患者群が有意に高かった（t(175)=8.75, p<0.1）。各尺度の平均値で
は、メディアの影響尺度については、患者群と一般群の得点に有意な差はなかった（t(167)=1.03, n.s.）。
EAT-26 合計点（t(155)＝6.48, p<.01）、および EAT 下位尺度である EAT-26 ダイエット（t(169)=5.90, 












平均 SD 平均 SD t 値
BMI 17.0 3.14 20.4 2.61 6.89**
年齢 25.3 6.40 20.4 0.75 8.75**
メディアの影響 8.7 3.09 8.1 3.46 1.03
EAT-26※1合計 79.4 26.98 52.7 17.82 6.48**
EAT-26ダイエット 39.3 15.27 26.2 11.14 5.90**
EAT-26過食と食の関心 18.5 8.49 11.1 4.49 7.24**
EAT-26食のコントロール 20.4 6.75 14.6 5.88 5.36**
RSES※2 17.6 5.00 23.1 5.65 5.46**
表1  BMI、年齢、尺度平均値の比較（t 検定）
患者群 一般群
**p <.01     ※1 EAT：Eating Attitude Test      ※2 RSES：Rosenberg Self Esteem Scale
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（2）SNS 利用状況の比較 
SNS 利用の有無、種類別の SNS の利用状況に関する項目（ブログ、現状と写真投稿の SNS、写真
必須の SNS）について、対応のない t 検定を行った。結果を表 2 に示す。SNS 利用の有無では 2 件
法で回答を求め、「いいえ」を 1 点、「はい」を 2 点と得点化した。種類別の SNS の利用状況に関す
る項目では、それぞれ 4 件法で回答を求め、「利用しない」を 1 点、「あまり利用しない」を 2 点、「利
用する」を 3 点、「よく利用する」を 4 点と得点化した。 
SNS 利用は、患者群より、一般群の方が高い傾向にあった（t(174)=1.84, p<1.0）。「現状と写真を
投稿する SNS（Facebook、mixi、Twitter）」の利用では、患者群より、一般群の方が有意に高かっ
た（t(158)=2.76, p<0.1）。「ブログ（Ameba、CROOZ blog、DECOLOG 等）」の利用（t(154)=1.62, 











平均 SD 平均 SD t 値
SNS利用の有無 1.81 0.81 1.93 0.26  1.84†
ログ（Ameba、CROOZ blog、
COLOG等） 1.86 1.14 1.55 0.92 1.62
写真投稿のSNS
cebook、mixi、Twitter等） 3.14 1.03 3.60 0.81   2.76
**






†p <.10 **p <.01
患者群 一般群
表2　SNS利用の有無・種類別SNSの利用状況の比較（t 検定）
次に SNS の体型の写真やコーディネートに関する質問について、対応のない t 検定を行った。結
果を表 3 に示す。「SNS に載っている写真を見るときに人の体型が気になりますか」では、4 件法で
回答を求め、「気にならない」を 1 点、「あまり気にならない」を 2 点、「気になる」を 3 点、「とても
気になる」を 4 点と回答を得点化した。「SNS で見た写真をコーディネートの参考にしますか」では、
4 件法で回答を求め、「参考にしない」を 1 点、「あまり参考にしない」を 2 点、「参考にする」を 3
点、「とても参考にする」を 4 点と回答を得点化した。点数が高いほど、体型が気になり、コーディ
ネートを参考にする傾向を示す。 
「1 日のうち、SNS を利用しているおおよその平均時間を教えてください」では、6 件法で回答を
求め、「4 時間以上」を 1 点、「3 時間以上～4 時間未満」を 2 点、「2 時間以上～3 時間未満」を 3 点、
「1 時間以上～2 時間未満」を 4 点、「30 分以上～1 時間未満」を 5 点、「30 分未満」を 6 点と回答
を得点化し「SNS 利用時間の少なさ」とした。点数が高いほど利用時間が少ないことを示す。 
患者群が一般群より、「SNS に載っている写真を見るときに人の体型が気になる」（t(158)=2.87, 
















 Japanese Body Silhouette Scale type-Ⅰで 9 つのシルエット図のうち、現在の自分の体型を 1 つ
選択させ、実際の BMI から認知している BMI（選択した数値にあたるもの）を引いたものをボディ
イメージのずれの値（C）とした。この値は数値が少ないと自分を実際より太っていると認知してい
ることになり、大きいと、自分を実際よりやせていると認知していることになる。その数値を四分位
で分け、下から 25％を 1 群、26～50％と、51～75％を合わせたものを 2 群、76％以上を 3 群とした。
1 群のボディイメージのずれの値（C）は患者群では－12.0～－3.2、一般群では－5.3～－1.4 であり、
2 群の値は患者群で－3.2～－0.8、一般群では－1.4～0.7 であった。3 群の値は、患者群では－0.8～























 (2) ボディイメージのずれ 3 群における尺度得点の比較 
①患者群の分析 
患者群における 3 群の BMI、メディアの影響、EAT-26 の合計点と下位尺度得点、RSES の平均値
271
跡見学園女子大学文学部紀要 第 53 号 2018 
 
の分析を行った。分析の結果、EAT-26 の下位尺度「ダイエット」において、群間の得点差は、10％
水準で 1 群（自分が実際よりも太っているという認知が患者群内で高い群）が 3 群（自分が実際より
も太っているという認知が患者群内で低い群）よりも高かった。（F(2,30)=3.25, p＜.10）。BMI
（F(2,25)=1.76, n.s.）（図 1）。メディアの影響（F(2,25)=0.33, n.s.）、EAT-26 合計点（F(2,20)=1.44, 
n.s.）、RSES（F(2,28)=2.40, n.s.）の合計点において、群間の得点差に有意差は認められなかった。














一般群における 3 群の BMI、メディアの影響、EAT-26 の合計点と下位尺度得点、RSES の平均値
の分析を行った。分析の結果、BMI（F(2,125)=1.68,n.s.）、メディアの影響（F(2,128)=1.57, n.s.）
EAT-26 合計点（F(2,122)=1.72, n.s.）、RSES（F(2,129)=1.37, n.s.）の合計点において群間の得点差
に有意差は認められなかった。EAT-26 ダイエット（F(2,126)=1.20, n.s.）。EAT-26 過食と食の関心
（F(2,130)=0.95, n.s.）、EAT-26 食のコントロール（F(2,129)=0.55, n.s.）においても群間の得点差
に有意差は認められなかった。 
 




 患者群における 3 群の SNS 利用の有無、SNS の種類別利用状況の平均値の分析を行った。分析の
結果、「ブログ（Ameba、CROOZ blog、DECOLOG 等）」の利用状況において、群間の得点差は 10％
水準で、1 群（自分が実際よりも太っているという認知が患者群内で高い群）が 2 群（中間群）より
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も高かった（F(2,20)=2.63, p＜.10）。SNS 利用の有無（F(2,30)=0.83, n.s.）、「現状と写真を投稿する














一般群における 3 群の SNS 利用の有無、「ブログ（Ameba、CROOZ blog、DECOLOG 等）」、「現状
と写真を投稿する SNS（Facebook、mixi、Twitter 等）」、「写真が必須の SNS（Instagram 等）」の
得点の平均値の分析を行った。分析の結果、「ブログ」の利用状況において、群間の得点差は 1％水
準で、2 群（中間群）が 3 群（自分が実際よりも太っているという認知が一般群内で低い群）よりも
高かった（F(2,114)=6.07, p＜.01）。SNS 利利用の有無（F(2,128)=0.17, n.s.）、「現状と写真を投稿



















そのため、以下の 2 つを本研究の仮説とした。 
 仮説１．SNS の利用頻度が高いと、食行動異常が高くなる。 




た対応のない患者群と一般群の t 検定の結果、SNS 利用の有無の得点では、患者群より一般群のほう








った。なお、本研究では患者群の平均年齢が一般群より 4.9 歳上であることが SNS の利用状況を低
くした原因の一つに挙げられるのではないかと考えられる。 


































り、今回の研究では SNS として取り扱わなかった。しかし、LINE は幅広い年代に利用されていて、
その利用率も高い（濱野ら, 2016）こと、LINE にもタイムラインと言う短い文章や写真を掲載、閲
覧する機能が存在することから、今後の研究では LINE も SNS として取り扱うことを検討する必要
があるだろう。 
最後に、本研究の限界を述べる。まず、本研究の対象者は患者群では 20～30 代の女性、一般群で
は 20 代の女性であり、年齢差が認められる。結果も、一般群より、患者群の方が、4.9 歳高かった
ため、年齢によって SNS の利用状況にばらつきがでた可能性が考えられるため、さらに、患者群は













American Psychiatric Association (2013). Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders．American 
Psychiatric Association．高橋三郎・大野裕（監訳）（2014）． DSM-5 精神疾患の診断・統計マニュアル．医
学書院，pp332‐346． 
Barnett, H.L., Keel, P.K., & Conoscenti, L.M.（2001）．Body type preferences in Asian and Caucasian college 
students．Sex Roles，45，867–878． 
Becker, A.E., Fay, K.E., Agnew-Blais, J., Khan A.N., Striegel-Moore R.H., & Gilman, S.E．（2011）．Social 
network media exposure and adolescent eating pathology in Fiji．Br J Psych，198，43-50． 
Facebook （ 2014 ）． ”Facebook Reports First Quarter 2014 Results”Facebook Inc.Investor  Relationshttp 




厚生労働省（2009）．平成 20 年国民健康・栄養調査結果の概要． 
 http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/11/h1109-1.html（2016 年 4 月 1 日取得） 
厚生労働省（2014）．平成 26 年度国民健康・栄養調査結果報告． 
 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/h26-houkoku.html（2016 年 4 月 1 日） 
前川浩子（2005）．青年期女子の体重・体型へのこだわりに影響を及ぼす要因―親の養育行動と社会的要因からの
検討．パーソナリティ研究，13(2)，129-142． 
Mukai, T., Crago, M., & Shisslak, C.M．（1994）．Eating attitudes and  weight preoccupation among female 
high school students in Japan．Journal of Child Psychology and Psychiatry，35 ，677−688． 





Shafran, R. & Fairburn, C.G.（2002）．A new ecologically valid method to assess body size estimation and 






本語版を用いて―．東北大学大学院教育学研究年報，58(2)，     
257-266． 
Wiseman, C.V,, Sunday, S.R., Born L., & Halmi K.A. (2000). Anorexia nervosa and bulimia nervosa. In Steiner, 
M. Yonkers, K.A., Erikson, E. (eds.). Mood disorders in women. London: Martin Dunitz, pp.417-433.   
276
